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Ⅴ 医療機関に対する実態調査及びその分析 
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1. 調査概要 

 

医療従事者の勤務環境改善の更なる推進方策を検討する際の基礎資料とするた

め、勤務の現状や勤務環境改善の取組状況等についてのアンケート実態調査を実施

した。本調査では、経年比較を可能にする質問項目を残しつつ、回答者セグメント

ごとの課題を抽出するため、既存の調査項目に加え「認識」「価値観」に関する項

目等を追加し、単純な相対的比較や現況把握から一歩踏み込んだ分析を実施した。 

 

（調査概要） 

調査対象 全国の全病院、有床診療所 

アンケート調査

の回答者 

医師票、看護職票、病院票、有床診療所票の 4 種類 

【医師票及び看護職票】 

労働時間・休日休暇・当直や夜勤等の勤務の現状、勤務環

境改善の取組 

の評価等について 

【病院票及び有床診療所票】 

勤務環境改善の取組状況、勤改センターの認知状況等につ

いて 

回答対象者 【医師票】 

現在勤務する病院に２年以上勤務し、当直・夜勤を行って

いる、フルタイム勤務の正規職員である医師（病院長その

他の管理職及び研修医は除く。） 

【看護師票】 

現在勤務する病院に２年以上勤務し、病棟にてフルタイム

勤務1の正規職員2である医師（病院長その他の管理職は除

く。） 

【施設票】 

施設管理者等の勤務環境改善の取組み状況等を把握してい

る方 

1 病院あたりの

回答数 

回答人数は病床規模ごとに回答者を選定した。 

20 床未満 医師票：～3名、看護職：～4名、施設票 1名 

20～299 床 医師票：3～6名、看護職 4～8名、施設票 1名 

300 床以上 医師票：6名、看護職 8名、施設票 1名 
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回答方法 医師票、看護師票、施設票それぞれ原則 Web での回答では

あるが、希望者には紙調査票による回答も可能とした。

（昨年度は原則施設票は紙、職員票は Web） 

調査期間 2018 年 8 月 21 日～9月 23 日 

回収数 医師票：3,290 票（昨年 2,480 票）、看護師票：7,635 票

（昨年 6,870 票）、施設票 2,170 票（昨年 4,291 票） 

備考 調査票回収について：昨年度と比較し、医師票、看護師票

の回収数は増加した。昨年度の調査と比較して、医師、看

護師とも増分の 8割以上が 50 歳以上の回答からきている。

1つの仮説としては、紙回答の選択肢を増やしたことで、比

較的高い年齢層からの回答が増加したいのではないかと考

えられる。一方、昨年度は、紙調査票による回答であった

施設票については、原則 Web での回答としたこともあり、

回収数が低下した結果となっている。（表 3-1-1 参照）。

また、本年に限ったことではないが、回収サンプルの年齢

構成等の変化や勤務施設の属性等の変化により、経年比較

を行う際は留意して解釈する必要がある（表 3-1-2 参

照）。 
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2. 調査結果の概要 

（１）病院勤務医師の勤務実態について 

1. 本調査では、20 代医師の 5割、30 代医師の 4割、40 代医師の 3割以上の医

師が 60 時間以上の時間外、ないしは休日が 4日以下であると回答している。ま

た、この傾向は 60 時間の区切りを 80 時間に変更しても同様である。20 代であ

れば、10%以上の医師が 100 位時間以上の時間外労働となっている。（表 3-2-1

参照） 

2. 高度急性期／急性期病院勤務では、「緊急対応」「手術・外来等の延長」

「記録・報告書作成や書類の整理」が主な時間外労働の理由として挙げられ

た。その中で時間外労働が 60 時間以上の医師と 60 時間未満の医師を比較した

場合、「記録・報告書作成や書類の整理」の差が一番大きかつた。（表 3-2-2

参照） 

3. 本調査では、おおよそ半数の医師が時間外労働を発生時間通り申告している

と回答しており、うち 6割程度が、時間外手当が申告通りに支払われている状

況にある。（表 3-2-3 参照） 

（２）病院勤務医師の勤務環境についての満足度について 

1. 本調査では、全体的な勤務環境に対する満足度は 66%であった。（40 代以下

64%、50 代以上 69%）。重回帰分析から重要性が確認された「充実度」「勤務負

荷軽減」双方について満足している人の 95%程度が全体的な勤務環境に満足し

ており、いずれか片方では 60%台の満足度となることから、充実面、負荷面双

方の満足が全体的な勤務環境の満足において極めて重要であると考えられる。

（表 3-2-4 参照） 

2. 特に若い世代（2-30 代）では、「充実度」「勤務負荷軽減」双方に満足して

いる人は、いずれか（ないしは双方満足していない人に比べて）、実態として

時間外労働時間が少ない。また、昨年のデータからも、「勤務環境」に満足し

ている人は、していない人に比べて時間外労働時間が少ない。（表 3-2-5 参

照） 

3. 医療機関類型別にみると、急性期病院における勤務環境に対する満足度は、

回復期及び慢性期の医療機関と比較した場合、低くなっている。（表 3-2-6 参

照） 

4. 個々の価値観と年代の関係をみると、若い年代では、プライベートを相対的

に重視すると回答した人の割合が高い。またプライベート、健康管理を重視す

ると回答した人の満足度は、人間関係や働きがいを重視する人の満足度と比べ

て低い。（表 3-2-7 参照） 
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（３）病院医師の勤務環境満足度改善にむけた取組施策について 

1. 勤務環境各領域項目の満足度に影響を与えている可能性がある有効な施策と

して、当直・夜勤への配慮関連の施策、時間外削減等への取組、能力開発のた

めの施策等が挙げられる。年代別（例：若い医師：夜勤関連）、性別（例：女

性：多様な勤務形態）等、有効な取組において特徴が見受けられた。（表 3-2-

8 参照） 

2. 実施率が低いが実施されれば、有効性が高い取組施策として子育てに配慮を

受ける職員との公平性に留意した取組、病児保育等の保育サービス等が挙げら

れる。 （表 3-2-9 参照） 

3. 勤務環境の満足度という観点からは、取組数（包括性）及び取組の質（有効

性）の双方が重要であると考えられる。（表 3-2-10 参照） 

4. 本調査において、施策の効果が現れるまでの①医療機関側で取組⇒②職員が

取組実施を認識⇒③職員が効果を認識、という流れのどの段階に課題があるか

を分析したところ、医療機関が取組む多くの施策につき、約半数の職員に認知

されておらず、更に取組を認知している職員のうちの半数が効果を認めていな

い状況であり、認知及び取組効果双方の向上に努めることが望まれる。（表 3-

2-11 参照） 

（４）看護師の勤務実態について 

1. 本調査の回答によると、4分の 3の看護師の月休日日数が 5 日以上で、月時

間外労働時間が 15 時間以下である。（表 3-2-12 参照） 

2. 経年データから、昨年に比較して、時間外労働や休日日数が増えているよう

には見受けられない。（表 3-2-13 参照） 

（５）看護師の勤務環境についての満足度について 

1. 本調査では、全体的な勤務環境に対する満足度は 38%であった。重回帰分析

から重要性が確認された「充実度」「勤務負荷軽減」双方について満足してい

る人の 90%程度が全体的な勤務環境に満足しており、いずれか片方では 50%台の

満足度となることから、充実面、負荷面双方の満足が全体的な勤務環境の満足

において極めて重要である。（表 3-2-14 参照） 

2. 性別（男性が高い）、勤務形態別（夜勤なしが高い）等により、満足度に対

する評価は一部差がある。（表 3-2-15 参照） 

3. 時間外労働 0と回答した職員をみた場合でも、全体的な勤務環境についての

満足度は 50%未満である。また、時間外労働 0の職員の 4割程度が「業務量が

多い」、「やや多い」と認識しており、時間内業務における負荷を感じている

と考えられる。（表 3-2-16 参照） 
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4. 勤務環境における満足度が高い職員と比べて、勤務環境における満足度が低

い職員は、ハラスメントの対応、職場間コミュニケーションの充実面に不満を

抱えている可能性がある。（表 3-2-17 参照） 

5. 個々の価値観と年代の関係をみたところ、若い年代においては、プライベー

トを相対的に重視する人の割合が高い年代と比較して高い。またプライベー

ト、健康管理を重視する人の満足度は、人間関係や働きがいを重視する人の満

足度と比べて低い。（p.69）本調査の回答によると、4分の 3の看護師の月休

日日数が 5日以上で、月時間外労働時間が 15 時間以下である。（表 3-2-18 参

照） 

 

3. 詳細の調査結果 

次ページ以降に以下の内容を記載している。 

・上記分析に関連する図表（表 3-1-1～表 3-2-18） 

・病院勤務医師／看護師、有床診療所勤務医師／看護師の経年比較  
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表 3-1-1 アンケート回収結果と要因の分析 

 

表 3-1-2 昨年度の回収サンプルとの属性比較 
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表 3-2-1 病院勤務医師の年齢別の勤務実態
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表 3-2-2 病院勤務医師の時間外労働時間が長い人と短い人の要因の差異
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表 3-2-3 時間外労働の発生状況と、時間外手当の支払い状況

 

表 3-2-4 病院勤務医師の勤務環境についての満足度 
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表 3-2-5 年齢別の病院勤務医師の勤務環境についての満足度 
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表 3-2-6 医療機関類型別の病院勤務医師の勤務環境についての満足度

 

表 3-2-7 個人の価値観別の満足度 
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表 3-2-8 勤務環境各領域項目の満足度に影響を与えている可能性がある有効な施策 
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表 3-2-9 実施割合は低いが、実施されているところでは効果が実感されている施策 

 

表 3-2-10 施策における取組数、取組の質双方の重要性 
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表 3-2-11 施策の実施状況と職員による認知・効果実感との差異 

 

表 3-2-12 病院勤務看護師の勤務状況 
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表 3-2-13 病院勤務看護師の勤務状況についての昨年調査との比較 

 

表 3-2-14 病院勤務看護師の勤務環境における満足度 
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表 3-2-15 病院勤務看護師の属性別の勤務環境における満足度 

 

表 3-2-16 時間外労働ゼロの病院勤務看護師における満足度 
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表 3-2-17 ハラスメント、コミュニケーション状況の勤務環境満足度との関係性 
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表 3-2-18 個人の価値観別の満足度

 

表 3-3 昨年度との調査結果比較 
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